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第１章 はじめに 

近年、様々な社会問題が存在しており地域衰退は社会問題の一つである。グローバル化

や情報技術の発展によって近年では都市部への人口が流出しており、地域社会の活力は衰

退しつつある。グローバル化が進行することで、国際的な大企業が経済を支配し、地方経

済は自立せず依存するようになってしまっている。また総務省のデータによると日本でも

半数以上の地方自治体で人口が減少した過去があり、特に地方の過疎化は急速に進んでい

る。このような人口減少も、商業活動の幅・公共サービスの幅を縮小させ、地域の経済は

自律せず衰退することになる。また経済的な衰退のみならず、情報技術の発展などによっ

て人々のコミュニティの希薄化も地域課題の一つである。このような問題を解決するため

地方自治体や NPO などの組織は地域活性化活動を行っている。「地域通貨」もその地域活

性化活動の一つであり、地域経済やコミュニティの再生を促進させるものとして関心が寄

せられている。近年では地域通貨の数や種類は激増しており、様々な形であらゆる地域で

存在している。その反面、多くの地域では短命に終わってしまうものが多く見られるのが

現状である。しかし、地域通貨は本来の地域活性化という目的に貢献するために長期的に

運用されるべきであると筆者は考えている。地域通貨が短命に終わってしまう背景にはど

のような原因があるのだろうか、そして長期運用するためにはどのような要素が重要であ

るのかを本論文では考察していく。 

そもそも地域通貨の起源は、シルヴィオ・ゲゼルが提唱した「自由通貨」の思想を継承

して 1930 年代の世界的経済危機の際に世界各地で実施されたスタンプ通貨であった。1ス

タンプ通貨は、所有者が小額の印紙を購入し、それを紙幣に貼ることで通貨としての価値

を保つものであり、印紙を貼らなければ紙幣が減価していくものであった。（植田、

2020）このスタンプ通貨は減価することによって通貨の流通が維持され、また地域の中の

みで使用されたため、法定通貨を代替し地域経済を再興する効果があると考えられてい

た。そして、1980 年代前半頃からはカナダの LETS（Local Exchange Trading System）

（後述）をはじめとして、欧米先進国に様々な形の地域通貨が導入されてきた。形や目標

は地域によって様々であるが、共通しているのは「地域通貨はある地域のみで流通する通

貨である」ということだ。 

 

 

 

 

1 植田（2020）https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/67/2/67_2_11/_pdf/-char/ja 

(2024/12/21 アクセス) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/67/2/67_2_11/_pdf/-char/ja
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第 2 章 地域通貨とは 

まずは地域通貨を深く理解するため、第 2 章では西部（2001）を参考にして紹介する。

西部自身は「地域通貨は貨幣でありかつ貨幣ではない」と主張し、「貨幣」と「非貨幣」

の２つ側面に分けて地域通貨の本質を記述している。貨幣的側面について、地域通貨は

「資産」としての貨幣の機能を捨てながらも、そのほかは貨幣として機能しているという

ことである。3「資本」として機能しないというのは、地域通貨は利子がゼロもしくはマイ

ナスだからである。法定通貨の場合、利子はプラスであり、貯蓄によって自己増殖するこ

とができる。しかし、地域通貨は利子がゼロあるいは使用期限が設けられるなどしてマイ

ナスになることで「資本」としては機能しない。一方で、非貨幣的な側面はどのようなと

ころなのだろうか。地域通貨は地域内の相互交流を深める役割も持っている。4一般的な取

引は、経済的な側面のみを目的としているため、お金が正しく取引されればコミュニケー

ションを取る必要もないのである。しかし、地域通貨による取引はより深いコミュニケー

ションを引き起こし、ボランティア活動の促進、利用者の地域への関心を高めることを可

能にしている。 

そして西部（2001）はこの「貨幣」「非貨幣」の両義性は地域通貨導入の背景や目的に

も存在していると言う。一つ目は社会的背景である。現代はグローバル化や技術の進歩に

よって社会でのコミュニティ間や家族間での相互干渉が減少し、個人の孤立化が進んでい

ると捉えられる。若者の中には「引きこもり」が増えてしまうほど社会的なコミュニティ

が崩壊しつつある。5地域通貨はこのような背景を基に、匿名ではなく顔の見える平等な取

引を実現し、またコミュニティの構築にも影響を与えている。二つ目は経済的な背景であ

る。経済がグローバル化することによって貧富の差はより拡大しており、特に過疎化や貧

困が進む地域では、他地域の財やサービスに依存し、貨幣を対外流出させてしまうことで

地域内の財やサービスが流通はどんどん減少している。その為失業問題も引き起こされ

る。地域通貨は流通圏をその地域に限定することで通貨を循環させ、地域内の財・サービ

スの流通を施している。 

また地域通貨は紙幣型、口座型の 2 つのタイプにも分類することができる。6紙幣型とは

一組織によって発行され、コミュニティ内で所持者が常に変わって流通するものである。

参加者はコミュニティ固有の特性や歴史を表した紙幣を使用することで、地域のコミュニ

ティメンバーの一員ということを改めて自覚することができる。紙幣型の通貨の代表例は

 

3 西部（2001）http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf （2024/12/18 アク

セス） 

4 同上 

5 同上 

6 同上 

http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf
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「イサカアワーズ」「トロントドル」などである。紙幣型地域通貨は、法定通貨の現金と同

様に取引の匿名性を保つことはできるが、発行管理が困難であり、偽造や流通経路の記録

が不可能といったデメリットが挙げられる。一方で口座型の地域通貨は紙幣を発行せず、

参加者は誰でも口座を持つことができるものである。7モノや売ると黒字（プラス）、反対

に購入すると赤字（マイナス）を記録することで取引が成り立っている。代表的なものは

「LETS」「タイムダラー」が挙げられる。紙幣型地域通貨と相反して、流通の記録が残り

不正は起きにくいという反面、取引の口座の情報が公開されるので匿名性はないのが特徴

である。 

西部は口座型の通貨に大きな可能性を感じていると述べている。個人が自由に貨幣を発

行でき、また参加者間で利益と損失を共有することで貨幣が共有されていることを自覚で

きるからである。しかし、記帳や口座管理の煩雑さに問題があり、口座型地域通貨をネッ

トワーク型電子マネーと融合することで解決できるのではないだろうか。 

 ここで口座型の代表である LETS の仕組みを紹介する。LETS は 1983 年 2 月にカナダ

のバンクーバー島のコモックスバレーでマイケル・リントンによって導入された。8使い方

としては「登記人」と「受託人」を決定するところから始まる。そして参加者は、自分名

義の口座を開設し、経済力の有無関係なしにすべての人がゼロから口座を持つ。その後自

分が提供できるモノやサービス/希望するモノやサービスをリストに載せる。そこで必要な

アイテムを見つけたら相手と連絡を取り、価格など条件を当事者同士で決定する。取引が

成立すれば登記人に連絡し、買い手は赤字、売り手は黒字を口座に記載するというもので

ある。その為参加者の口座は常に公開されており、取引の際に他の参加者の口座について

知ることができるのである。また、この LETS の事務費用はサービスへの対価として参加

者の口座から内部貨幣によって支払われている。9 

 このように LETS には「同意」「無利子」「共有」「情報公開」の 4 原則が存在してい

る。10この特徴は同時期に始まった GNU(GNU's Not Unix）プロジェクトと類似してお

り、のちに記述するように地域通貨とネットコミュニティの融合が行われているのであ

る。 

GNU プロジェクトとは自由なフリーソフトウェアを開発し、独占的なソフトウェアの

必要性をなくすものである。11このプロジェクトは LETS と同時期の 80 年代前半にリチャ

ード・ストールマンによって開始された。そして「自由」「共有」「協同」「情報公開」とい

 

7 西部（2001）http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf （2024/12/18 アク

セス） 

8 同上 

9 同上 

10 同上 

11 同上 

http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf
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う理念を掲げており、またこのコミュニティは参加者がインターネット上でソフトウェア

を改良するなど、自己組織である。12つまり血縁などの自然発生的なものでなく、個人の

自覚的な選択に基づいてコミュニティが形成されている。上記の理念と自発的な組織形成

という点で LETS と類似していると言える。両者と市場を頭から否定するものではなく、

資本主義的市場経済の問題点を乗り越えるための活動である。このように GNU と LETS

の相同性を考慮すると、融合することでさらに発展することができるはずなのである。 

実際地域通貨の電子マネー化はすでに行われており、顔が見える地縁的な従来のコミュ

ニティを基盤とした地域通貨だけではなく、多様な関心や課題、テーマを中心として集う

コミュニティが増えると考えられる。そして通貨の導入や運営、管理のコストを下げるこ

とができ、種類や数が増加していくことも考えられる。それによって個人が複数の地域通

貨を使い分けるようになれば、社会を構成する企業や行政、市民の意識や価値観を変化さ

せていくことができると期待されている。 

 

 

 

第３章 地域通貨に関するこれまでの研究と研究目的 

3.1 ダウンタウンドルに関する研究 

 ペンシルベニア大学の Kaplan（2011）による論文ではアードモアのダウンタウンドルプ

ログラムの調査を行っている。ダウンタウンドルは経済危機を復活させるための地域通貨

の一例であり、地元企業の消費者の支出を促進させるための短期間のプログラムであっ

た。Kaplan はプログラムの作成者、運営者、参加した消費者、事業者へのインタビューを

基に調査を行っている。 

ダウンタウンドルと米ドルの比率は２：１であり、消費者は 50％の割引を受けることがで

きた。13この割引を提供するためのお金は地元企業からではなく、アードモアのビジネス

改善協会であるアードモアイニシアティブの予算から提供されたものである。14その為、

このプログラムに参加した企業にとっても消費者にとっても得するものであった。このプ

ログラムは 2 回行われており、第 1 回目は 4 か月、第２回目は 1 年 1 か月続いた。このプ

 

12 西部（2001）http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf （2024/12/18 ア

クセス） 

13 Naomi Kaplan(2011)  

 https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-2011-kaplan.pdf（2024/12/20 アク

セス） 

14 同上 

http://cc.fm.senshu-u.ac.jp/system/files/lcforcmag.pdf
https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-2011-kaplan.pdf
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ログラムの当社は、アードモアイニシアティブが割引を配布することを懐疑的に感じ、参

加を躊躇する企業もあったが、知り合いや経営者仲間の声によって多くの人が参加するよ

うになった。15そこから Kaplan（2011）は地域のプログラムを構築する際に、近くにいる

人など人々の関係性を活用することが重要であると示した。 

また Kaplan はダウンタウンドルはプログラム開始当初のドルの分配の失敗によって、新

たな会議が行われ、コミュニティの結束に繋がったと考えている。総計 10,000 ドルのダウ

ンタウンドルを一人当たり 200 ドルまで購入できるように設定したことで、ドルを受け取

ることが少数になってしまった。その後分配は改善され、より多くの人がプログラムに参

加できるようになった。16 

このプログラムは一時的なものでありダウンタウンドルを継続させるためにはアードモ

アイニシアティブの予算以外からの資金が必要であった。第２回目のダウンタウンドルプ

ログラムでは地元銀行に支援するように働きかけている。その結果 4 つの銀行が各 2,500

ドル、合計 10,000 ドルの寄付を受けることができていた。17 

このプログラムによって Kaplan の調査では、大多数の事業者はダウンタウンドルが使用

された取引によってコミュニケーションを取るようになったことが明らかになっている。

またダウンタウンドルによる最も明らかになったことは、事業者がアードモアでビジネス

を行うことをより誇りに感じさせたことである。また消費者がどこでお金を使うかを再考

させ、アードモアでの消費を促進したことは、ダウンタウンドルが消費者に対して最大の

影響の一つであった。Kaplan はインタビューから消費者は経済的な恩恵が最重要であると

述べているが、アードモアで買い物し、ビジネスを支援することの重要性についての信念

を持っており、コミュニティを支援したいという考えがあることは明確であると述べてい

る。 

しかしプログラムの作成者はダウンタウンドルが完全に一つの通貨となる可能性は低い

と回答している。その為、人々が法定通貨と組み合わせて使用するという考えになってい

くことを期待して通貨をコミュニティに導入していくこととした。そして、割引など経済

的な恩恵が受けられるというインセンティブを与え参加者を獲得する状態から、地元ビジ

ネスを支援したいという社会的なインセンティブによって参加者が集まるシステムに移行

していかなければならないと考えられている。通貨が長期的で持続可能となるためには、

利用者が代替通貨の使用になれる必要がある。地域通貨等の代替通貨は導入当初は目新し

さから使用されるが、時間が経過すると日常的に代替通貨を使用する習慣を維持すること

 

15 Naomi Kaplan(2011)  

 https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-2011-kaplan.pdf（2024/12/20 アク

セス） 

16 同上 

17 同上 

https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-2011-kaplan.pdf
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が困難とされている。またプログラムが長期にわたって維持できるか判断が難しいこと

や、経済力が回復してから銀行が寄付をやめると考えられることから、当時のダウンタウ

ンドルの形態は持続可能ではないと考察されていた。 

最終的にダウンタウンドルのプロジェクトはコミュニティすべての人が関与するほどの

影響力はないが、地元での消費を促進し、コミュニティを支援する文化についてメンバー

間に意識させることができた。Kaplan は消費者がよりアードモアで消費したダウンタウン

ドルの成功から、地域通貨はコミュニティの関係を促進し、地元の経済を維持し、コミュ

ニティを活性化することができると結論づけている。 

この論文から、長期的な地域通貨の運用に繋げるためには人々が地域通貨を日常的に使

う習慣をつけること、割引等の経済的なインセンティブによる地域通貨は長く続けること

が難しいと考えた。 

 

 

3.2 地域通貨の持続可能な開発についてのシステマティックレビュー 

 A.Michel and M.Hudon（2015）による地域通貨に関する論文では、地域通貨の実際の

影響と、その影響が持続可能な開発にどの程度貢献しているのかについて評価している。

ここで言う持続可能性は経済的、社会的、環境的の三つに分類されている。18 

 経済的な持続可能性に貢献できるというのは、第二章で述べた通り、地域通貨は外部へ

のお金の流出を防ぎ、コミュニティ内でのお金を循環させることができるからである。通

貨が地域内で循環することで、地域の経済活動を活発化させることが可能になる。二つ目

の社会的な持続可能性は地域内の協力や信頼などコミュニティ内の結束を促進することを

意味している。商品やサービスの交換を通じて、人々のソーシャルネットワークが拡大

し、地域内での新しい繋がりを創ることができる。最後に環境的な持続可能性は、グロー

バル化する現代の中で、輸入、輸出コストをなくし、グローバルフローな環境を緩和でき

る点である。また人々の環境問題に対する意識を高めるための潜在的な手段でもある。 

A.Michel and M.Hudon（2015）による分析結果では、経済面では地域通貨は現地で機

能し、地元の企業を支援するという証拠はいくつかあるものの、経済活動全体に与える影

響は依然として限定的であるということが示されている。さらに不安定な時期には、地域

通貨の経済的利益は限界にとどまってしまう傾向があった。19これは地域通貨の規模が小

 

18 A.Michel and M.Hundon（2015） 

Community currencies and sustainable development: A systematic review（2024/12/20 ア

クセス） 

19 同上 

https://pdf.sciencedirectassets.com/271867/1-s2.0-S0921800915X00073/1-s2.0-S0921800915002086/main.pdf?X-Amz-Security-Token=IQoJb3JpZ2luX2VjEKD%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2FwEaCXVzLWVhc3QtMSJHMEUCIQDY0ykZYxgcnA1m%2FrE143LvASBQxfDGC%2Bf5NPmE55OfNwIga3jSFHhYztoB8UdUqjcZg029iAQgyXE2VugFl5NrFvIqswUIaRAFGgwwNTkwMDM1NDY4NjUiDKIWHVxJtYpSAg9KZCqQBRUbxRs3G0NBBOWzF0ef1k4KqAOyr5D%2FgkZxFqrV%2BjZ%2B7QQy1dVtUrxKocPYHKeKCxS4970XjvLv4Rs4KYQ4cBF%2BNwF6Cgv%2FfS7u%2BqVyeTX3pVaN%2FZl6Lh8OXpUmDjcoqfQSUAtKLQM5%2BBdHhmYahn9tgKtHpxX%2BIpw16CR4fwBkcL%2FlUStjKqTmrBIC3gY%2BubaARHUjgYKPgsGpaiQCxSyExsZm1Ex2ls85SKSQka7KsgGXJhgb7Cd4XQiLy6pQnFndr4M4MzI%2FSmP5NcaaevvqWXKMLgZhSApCzpTn6dKrf84xZ6wFd%2B3bMpvGI%2FVCPfQ2DBS3up5pMZ0Pvcn9un2A2N8EewLgn%2FKW4yRvHQI2lkQtM7L6Gnqg33bkegmfvbwHlgQV92ZVoH8bfYgWekwo67T8eaNlQS7Kwinu4%2BvvM82GC3yoZoVoqdsXVmIKD1fo09ZRmPhV49URLit2s0fXB8pvWt%2B%2BQNyhHDxWYLnrvL%2Fgt%2B1gl5niE%2BxJh5iikY6ste8AIVWCSgpqUAzhLR6ZakYGU5X7VIYCKGpz4frhqWFUQ6jTv9NXI1eIBTBRqB1zMXi%2F6Vc09Tp1q5zt%2Fq2wRQRIm3Z%2BZwJm%2FAcHx0jgGnrtWA7MPdi44BN8XnDnKknxi8K5zou6V%2FjWP97NnC5bUNByzb1MJj0YYOwJrNp%2FDZvE8S%2B0P0GlN0VUM76AA98Ckp5eWVAKi4G25QvI%2FH0y9n7Tk97nmPcM1Xy6kdg%2B0djeU64ybNXl6cTZ8s5EdPwz%2FNJgyXllZ2Azd2QF%2BeenQN2IyBuRC01voJ8drFWVhs7n3eSkndEspuoiYeDQoM8Ia0Lj73B4uRc68P%2FRAfj8u1KlKKTkofO%2F0ixTUfjoMMS6jbsGOrEBuTXnX%2BgpNKq%2BKGl%2BRNibxqa31se9XleZq5ZFnukzgJAsM7r%2Fhe9BPCBSewRltmf5cR9H1SENOKc4a9YZbXoqSb9umvH9%2BLHxJhVNleG7qry7PfGPERhGldolTEf7aFCptlldpERDSwJ1%2Bew18vssyjxzJ%2F1Plw29q%2BWOfjeKzwj2rfIVlrlmXKykYJ6jD7OnBeTNfsRjigDpXbLJtdKmmNcdg%2BGZ%2BzQ46wXJ%2FOVcJL14&X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Date=20241219T004600Z&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Expires=300&X-Amz-Credential=ASIAQ3PHCVTYXQPR73HS%2F20241219%2Fus-east-1%2Fs3%2Faws4_request&X-Amz-Signature=7d0c576ab473e519938f046082320f025da163ef62853b0e9642b6b82210e21e&hash=dc163ee5bfa10cd85c69ac0146661e1c830218c2a9fb843e987b7a6a77e43e40&host=68042c943591013ac2b2430a89b270f6af2c76d8dfd086a07176afe7c76c2c61&pii=S0921800915002086&tid=spdf-ddccf8ba-9f20-41a7-91a9-002f89d5c14f&sid=d4dab568436b444a5668a64389daadb2b882gxrqa&type=clien
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さいこと、メンバー1 人あたりの取引数が少ないことが原因であると考えられている。ま

た、地域通貨の参加率が低い原因として、地域通貨に対する認識の欠如であると示されて

いる。20つまり人々は地域通貨が存在することや、地域通貨がどんなものであるか、十分に

認識していないのである。地域通貨についての認識と意欲が比例していることが明らかで

あった。21一方で社会の持続可能性にはプラスの影響を与えているという結果があった。22

人々の信頼性を高め、ネットワークを拡大し、コミュニティ間の関係を改善することで、

社会関係資本を構築するのである。さらに、経済的な貧富に関わらずすべての人が参加で

きることで、社会的包摂を促進している。その為、地域通貨は経済成長ではなく、より公

平で倫理的な取引に貢献している。環境の持続性に関しては、明確な証拠がないと記述し

ている。他国からの輸入や輸出の必要性を減らすことで、輸送コストや汚染の軽減をして

いる可能性はあるが、三つの持続可能性のうち社会的側面が最も大きいという結果であっ

た。23 

この論文から地域通貨が社会的側面の持続可能性に最もプラスの影響を与えていたこと

は明らかであり、地域通貨を人々に認識させることが、地域通貨の利用者数を増加させる

ために重要なのではないかと考えた。 

 

 

3.3 研究目的と仮説 

本論文は、長期にわたって運営される地域通貨の在り方を明らかにする。地域通貨は地

域活性化を促進する数ある手段の一つにしか過ぎないが、地域に合った地域通貨を取り入

れることで地域の経済、コミュニティを大きく促進することを可能にする。しかし、地域

通貨は近年多くの地域で取り入れられながらも、効果を出さず短期間で運用終了に追い込

まれてしまうものがかなり多く存在している。そこで地域通貨がより長期にわたって運営

されるためには、「参加者が経済的な動機によって地域通貨を利用するのではなく、社会的

な目的で地域通貨を利用する必要がある」のではないかと仮説を立てた。上記で紹介した

Kaplan の論文では経済的インセンティブのみによって支えられた地域通貨のプロジェクト

は時間が経過すると持続可能ではないとし、プログラム開始からより大きな社会的目標に

取り組む必要があると記述されていた。ダウンタウンドルプロジェクトで行った 50％の割

 

20 A.Michel, M.Hundon（2015） 

Community currencies and sustainable development: A systematic review（2024/12/20 ア

クセス） 

21 同上 

22 同上 

23 同上 

https://pdf.sciencedirectassets.com/271867/1-s2.0-S0921800915X00073/1-s2.0-S0921800915002086/main.pdf?X-Amz-Security-Token=IQoJb3JpZ2luX2VjEKD%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2F%2FwEaCXVzLWVhc3QtMSJHMEUCIQDY0ykZYxgcnA1m%2FrE143LvASBQxfDGC%2Bf5NPmE55OfNwIga3jSFHhYztoB8UdUqjcZg029iAQgyXE2VugFl5NrFvIqswUIaRAFGgwwNTkwMDM1NDY4NjUiDKIWHVxJtYpSAg9KZCqQBRUbxRs3G0NBBOWzF0ef1k4KqAOyr5D%2FgkZxFqrV%2BjZ%2B7QQy1dVtUrxKocPYHKeKCxS4970XjvLv4Rs4KYQ4cBF%2BNwF6Cgv%2FfS7u%2BqVyeTX3pVaN%2FZl6Lh8OXpUmDjcoqfQSUAtKLQM5%2BBdHhmYahn9tgKtHpxX%2BIpw16CR4fwBkcL%2FlUStjKqTmrBIC3gY%2BubaARHUjgYKPgsGpaiQCxSyExsZm1Ex2ls85SKSQka7KsgGXJhgb7Cd4XQiLy6pQnFndr4M4MzI%2FSmP5NcaaevvqWXKMLgZhSApCzpTn6dKrf84xZ6wFd%2B3bMpvGI%2FVCPfQ2DBS3up5pMZ0Pvcn9un2A2N8EewLgn%2FKW4yRvHQI2lkQtM7L6Gnqg33bkegmfvbwHlgQV92ZVoH8bfYgWekwo67T8eaNlQS7Kwinu4%2BvvM82GC3yoZoVoqdsXVmIKD1fo09ZRmPhV49URLit2s0fXB8pvWt%2B%2BQNyhHDxWYLnrvL%2Fgt%2B1gl5niE%2BxJh5iikY6ste8AIVWCSgpqUAzhLR6ZakYGU5X7VIYCKGpz4frhqWFUQ6jTv9NXI1eIBTBRqB1zMXi%2F6Vc09Tp1q5zt%2Fq2wRQRIm3Z%2BZwJm%2FAcHx0jgGnrtWA7MPdi44BN8XnDnKknxi8K5zou6V%2FjWP97NnC5bUNByzb1MJj0YYOwJrNp%2FDZvE8S%2B0P0GlN0VUM76AA98Ckp5eWVAKi4G25QvI%2FH0y9n7Tk97nmPcM1Xy6kdg%2B0djeU64ybNXl6cTZ8s5EdPwz%2FNJgyXllZ2Azd2QF%2BeenQN2IyBuRC01voJ8drFWVhs7n3eSkndEspuoiYeDQoM8Ia0Lj73B4uRc68P%2FRAfj8u1KlKKTkofO%2F0ixTUfjoMMS6jbsGOrEBuTXnX%2BgpNKq%2BKGl%2BRNibxqa31se9XleZq5ZFnukzgJAsM7r%2Fhe9BPCBSewRltmf5cR9H1SENOKc4a9YZbXoqSb9umvH9%2BLHxJhVNleG7qry7PfGPERhGldolTEf7aFCptlldpERDSwJ1%2Bew18vssyjxzJ%2F1Plw29q%2BWOfjeKzwj2rfIVlrlmXKykYJ6jD7OnBeTNfsRjigDpXbLJtdKmmNcdg%2BGZ%2BzQ46wXJ%2FOVcJL14&X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Date=20241219T004600Z&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Expires=300&X-Amz-Credential=ASIAQ3PHCVTYXQPR73HS%2F20241219%2Fus-east-1%2Fs3%2Faws4_request&X-Amz-Signature=7d0c576ab473e519938f046082320f025da163ef62853b0e9642b6b82210e21e&hash=dc163ee5bfa10cd85c69ac0146661e1c830218c2a9fb843e987b7a6a77e43e40&host=68042c943591013ac2b2430a89b270f6af2c76d8dfd086a07176afe7c76c2c61&pii=S0921800915002086&tid=spdf-ddccf8ba-9f20-41a7-91a9-002f89d5c14f&sid=d4dab568436b444a5668a64389daadb2b882gxrqa&type=clien
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引を継続することは難しく、経済的な動機で参加者を増やすだけでは長期的に運用される

地域通貨になることはできない。また A.Michel and M.Hudon の論文でも、地域通貨が与

える影響として、経済的、社会的、環境的の三つに分けられていたものの経済活動に与え

る影響は限定的であり、社会の持続可能性に最も影響を与えることが明らかになってい

る。そのため、経済的なインセンティブによって利用してもらうのではなく、社会的で利

己的な側面をインセンティブとしてアプローチした地域通貨の方がより長期にわたって運

用される可能性が高いと考えられる。 

そして、人々が地域通貨への関心を持ち意欲的に使用するためには、地域通貨への認識

を高める必要があるのではないだろうか。Kaplan の研究によると、ダウンタウンドルプロ

ジェクトは最初から、継続的に流通し続けるという考えで始められたのではなく、消費者

が法定通貨と組み合わせて使用するという考えを持たせるように導入した。地域通貨を長

期的に持続可能にするためには、消費者が地域通貨を含む代替通貨に慣れる必要があると

された。同様に A.Michel and M.Hudon も地域通貨の参加率の低い理由の一つは地域通貨

に対する認識の欠如であると述べている。地域通貨への認識が高まることで、経済面のみ

を目的とした参加者ではなく、地域通貨の社会的な影響を理解し、地域への貢献をも目的

とした人々が地域通貨を利用し、より長期的な地域通貨となるのではないかと考えられ

る。 

本論文ではカナダのカルガリーで使用されている「カルガリードル」を中心に地域通貨

がどのようにして長期的に運用されるかについて明らかにする。カルガリードルは 20 年以

上にわたって利用されており、数あるカナダの地域通貨の中でも長期運用されている通貨

の一つである。研究方法としては、地域通貨に関するこれまでの文献を中心に、カルガリ

ードルを運営する団体であるアル―シャセンターへのインタビューによって調査を行っ

た。第 4 章ではカルガリードルの運用の特徴を調査しつつ、上記に示した仮定を検証す

る。また第５章では、カルガリードルで調査された特徴を基に、他に類似した地域通貨は

あるか、またその地域通貨も長期的な運用という視点ではどのように認識できるのかにつ

いて考察していく。 

 

 

 

 

第４章 カルガリードルの事例研究 

4.1 カルガリードルの概要 

 カルガリーはカナダのアルバータ州に位置する国際的な都市である。カルガリー市の

ホームページによると 2021 年の人口は 1,306,780 人であり、約 5 年間で 5.5％増加してい
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る。また移民の数は年々増加し続け現在は 33.3%であり、多国籍な都市である。24 

カルガリードルはカルガリー市でカナダドルと並んで機能している補完通貨（参加者が

商品やサービスをクレジットと交換することを奨励するコミュニティ経済開発のイニシア

チブ25）である。カルガリードルは 1995 年に非営利企業であるアル―シャセンターによっ

て設立され、1996 年に正式に運用が開始された。26アル―シャセンターは 1972 年にカル

ガリーで設立された慈善団体である。アル―シャセンターへのインタビューによると現在

もカルガリードルの運営を行っているのはアル―シャセンターであり、3 人がカルガリー

ドルチームの中心メンバーのほか、インターン生や実習生も引き受けながら運営してい

る。またそれに加え、街中にカルガリードルのポスターを貼るなどボランティアを行うメ

ンバーもいる。また過去 12 か月で 177000 カルガリードル、4736 件の取引が行われてい

た。 

カルガリードルの歴史は、カルガリードル導入前までさかのぼることができる。1990 年

初頭のカルガリーでは、LETS のシステムが存在していた。当時、LETS システムは完全に

実現されていなかったが、カルガリードルの導入に対して様々な知識を貢献することとな

った。その後通貨が導入されて 5 年間はボウチヌーク物々交換コミュニティ（BCBC）と

いう名前で運用されていた。これはタイムダラーに基づいた通貨であった。しかし、流通

する通貨の量を決定する必要性や、BCBC 紙幣の劣化、通貨単位の複雑さなどの課題を解

決するため、2002 年にカルガリードルに変更された。27変更されたカルガリードルは単位

がカナダドルと同じであり、新たなカルガリードル通貨が印刷された。カルガリーの経済

は 2004 年の記事においてカナダで最も経済力が成長している地域であると記載されてい

た。新たなカルガリードルはこの経済の成長を支えた一つの要因として見ることができ

る。さらに 2018 年以降にはモバイルアプリで取引できるシステムに変遷され、現在はデ

ジタル地域通貨として流通している。 

カルガリードルの設立目的は、住民が地元で通貨を消費し、中小企業を支援すること

で、持続可能な地域経済を活性化させることである。地元経済から他地域への消費を阻止

するために地域経済の活性化が目的とされた。ニューヨークのイサカアワーズなどの成功

モデルや LETS の知識に触発されており、地域経済を循環するように設計、住民が地元企

 

24 The City of Calgaryhttps://www.calgary.ca/research/population-profile.html

（2024/12/20 アクセス） 

25 Gerald Wheatley  https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-

7d0fc69d7f46（2024/12/20 アクセス） 

26 Jeff Mascornick https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-

mascornick.pdf(2024/11/23 アクセス) 

27 Gerald Wheatley https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-

7d0fc69d7f46（2024/12/20 アクセス） 

https://www.calgary.ca/research/population-profile.html
https://www.calgary.ca/research/population-profile.html
https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-7d0fc69d7f46
https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-7d0fc69d7f46
https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-mascornick.pdf
https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-mascornick.pdf
https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-7d0fc69d7f46
https://prism.ucalgary.ca/items/eabc2286-6067-4cc5-8667-7d0fc69d7f46
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業を支援できるシステムが構築されている。28  

またカナダドルとの価値は同等であり、１カルガリードルは 1 カナダドルに換えること

ができる。カルガリー内で食品・衣料品などからレジャー用品まで基本的な必需品を購入

することができるのが基本的な使い方である。 

 

 

4.2 カルガリードルの課題 

インタビューによるとカルガリードルが現在抱える課題は「デジタルプラットフォーム

を維持し、よりアクセスしやすくユーザーが親しみやすくなるように改善すること」であ

った。カルガリードルは現在ウェブサイト、マーケットプレイス、アプリを全てデジタル

で行っており、全てのユーザーがより簡単に利用できるようにすることの重要性は高い。

また、アル―シャセンターのカルガリードルチームの従業員は「補完通貨という概念は、

一部の人にとって理解するのが難しい場合があります。またカルガリーは多国籍な都市で

あるため、英語が母国語でない人々を含むすべての利用者が理解できるレベルに適応する

ことは困難の一つです」と述べた。約 25 年間地域通貨が利用され続けているカルガリー

でも地域通貨という概念を認識するのが難しいとする人は存在している。またカルガリー

市のホームページによると 2021 年のカルガリーの住民の約 64％が英語を母国語としてい

る。29つまり 36％の住民の母国語は英語ではない。その為、ユーザーであるすべての人が

理解できる英語を用いて通貨を運用していく必要があった。 

そして、これらの課題から明らかになったのは、地域通貨の運用には地域通貨という概

念を認識させる重要性、またユーザーにとってより使いやすい地域通貨の重要性である。

カルガリー市の場合、市の一つの特徴である多国籍な人々の存在が地域通貨の認識を困難

にさせているように感じられた。その為、カルガリードルはデジタルプラットフォームで

言語レベルを下げ、使いやすいシステムへと改善することでより多くの人に地域通貨とい

うものを認識させようとしていると考えられる。地域の特色を考慮した地域通貨の改善が

人々に地域通貨という概念を認識させることが可能になるのではないだろうか。本論文の

第 5 章 5.2 では他の地域でも行われている地域通貨の使用の簡易化、認識の広がりの重要

性について見ていく。 

 

28Faster Capital “Local currency: Empowering Communities with the Calgary Dollar” 

https://fastercapital.com/content/Local-currency--Empowering-Communities-with-the-

Calgary-Dollar.html#Understanding-the-Calgary-Dollar-and-its-Impact 

（2024/12/20 アクセス） 

29 The City of Calgary  https://www.calgary.ca/home.html 

(2024/12/20 アクセス) 

https://fastercapital.com/content/Local-currency--Empowering-Communities-with-the-Calgary-Dollar.html#Understanding-the-Calgary-Dollar-and-its-Impact
https://fastercapital.com/content/Local-currency--Empowering-Communities-with-the-Calgary-Dollar.html#Understanding-the-Calgary-Dollar-and-its-Impact
https://www.calgary.ca/home.html
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4.3 助成金システムに関する研究、調査 

カルガリードルは単にカルガリーでの取引に使われるだけでなく、地元のコミュニティ

団体や中小企業、個人に助成金を出すプログラム TAG（Take Action Grants）を行ってい

る。地元カルガリーの社会面、環境面を向上させるプロジェクト等の必要資金のために助

成金を申請し、カルガリードル運営者によってその申請が承認された場合に最大 2000 ド

ル（カナダドル 1000 ドル、カルガリードル 1000 ドル）の助成金を受け取ることができる

というものである。このシステムは 1998 年から始まり、2021 年 10 月までに 162 のプロ

ジェクトの投資し、138,727 カルガリードル、149,319 カナダドル合わせて総額 288,046

ドルの助成金を提供している。30また年間で約 11 個のプログラムに助成金を付与してい

る。 

助成金は 50％カナダドル、50％カルガリードルで受け取ることができる。手順としては

応募者が応募書類とプロジェクト予算についてのビデオをアップロードして助成金を申請

する。図表１はカルガリードルの助成金を受給するための基準である。この基準に加え、

アル―シャセンターが受給する際に最も大切にしている基準は何かというインタビュー調

査では「人々の繋がりとコミュニティ形成に高い影響を与えるプロジェクトである」と回

答した。これはカルガリードルを経済的な目的のみで使用するのではなく、社会的なコミ

ュニティの構築という目的を最も重要視していると考えることができる。 

 

図表１：助成金システム申請の基準 

 

30 Arusha Centre “Take Action Grants”(2024/11/24 アクセス) 

https://static1.squarespace.com/static/62dd5bcd9f06ba751f75b385/t/62dd8c26c66f5e4cd8

b27ab1/1658686528207/Take+Action+Grant+History.pdf 

https://static1.squarespace.com/static/62dd5bcd9f06ba751f75b385/t/62dd8c26c66f5e4cd8b27ab1/1658686528207/Take+Action+Grant+History.pdf
https://static1.squarespace.com/static/62dd5bcd9f06ba751f75b385/t/62dd8c26c66f5e4cd8b27ab1/1658686528207/Take+Action+Grant+History.pdf
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出典 The Arusha Centre “TAG_Application2024+V10” を基に筆者作成 

 

またこのような資金はどのから来るのだろうか。アル―シャセンターへの調査では特定

の商品を販売することや、個人や企業からの寄付によって資金を集めていると回答した。

助成金システムが長期にわたって機能し、これまでにカルガリードルが数々のプログラム

を助成した背景にはそれを支える人々がいることが明らかである。 

では実際にはどのようなものに助成金が出されているのだろうか。過去（1998 年～

2021 年の間）に最も高額な助成金を受けたのは 2006 年 6 月のヘイマーケット協同組合で

ある。ヘイマーケット・コーポレイティブとは労働者が経営や意思決定に集団で関与する

民主的な職場を創り、地域経済の持続可能性を促進することを目的としたものであった。

カルガリーの他の共同組合活動と類似したテーマを掲げており、2006 年にカルガリードル

は新設されるカフェや書店の看板や機器、プロモーションのサポートを行った。このサポ

ートにはカルガリードル 900 とカナダドル 2000 ドル総額 2900 ドルが助成された。他にも

カルガリーに関する書物の出版費用、移民や難民が物々交換を通じて個々のスキルを身に

着けるための管理費用、カルガリーの交通促進を行うための人件費用など様々な用途で付

与されていた。 

 

 

 

4.4 研究・調査結果   

 上記の研究・調査を通して明らかになったことは、カルガリードルは地域通貨をより使

いやすく認識を広めようとしていること、カルガリードルの助成金プロジェクトは社会的

なコミュニティの構築を目的として機能していることの二点が挙げられる。4.2 のカルガ
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リードルの課題から分かる通り、現在カルガリーでは補完通貨を詳しく認識をしていない

人もいる。これはカルガリーにとどまらず、法定通貨を中心として経済が回っている世界

中で言えることであると考えられる。アル―シャセンターはこれに対して多様な国籍の

人々が住むカルガリーで言語のレベルを調節し、よりカルガリードルが簡単にアクセスで

き、親しみを感じられるようにすることが目標であると答えていた。これは地域通貨を経

済的な目的として利用してもらうのではなく、人々がカルガリーの地域通貨の活動に親し

みを持ち、社会的な目的で利用してもらうためであると言うことができる。 

また助成金のプロジェクトでは、助成を受けられる基準として、カルガリーの人々の繋

がりとコミュニティ構築にどれほど影響を与えられるかということが最も重要視されてい

た。この助成金システムはカルガリードル導入当初から現在まで続いており、それはコミ

ュニティ構築を重視して機能していることが大きな要因であると考えられる。 

以上から分かることは、カルガリードルは地域経済を持続可能なものにすることを目的

として導入されたが、実際には社会面での持続可能性を目的として機能していた。カルガ

リードルの助成金の事例から、3.3 で示した「参加者が経済的な動機によって地域通貨を

利用するのではなく、社会的な目的で地域通貨を利用する必要がある」という仮説は正し

いと言うことができる。またそれに加え、地域通貨についての認識を広めることによって

地域通貨のプロジェクトを理解し、社会的な目的で通貨を利用する人を増やそうという動

きもカルガリードルの課題から解釈できる。地域通貨の存在を認識し、どのようなもので

あるか正しく理解させることがコミュニティを助けるために地域通貨を利用する人々を獲

得し、長期的な運用に繋がることが理解できる。 

 

 

 

第 5 章 地域通貨の長期運用を支える要素 

5.1 地域通貨の使用の簡易化、認識拡大の重要性 

第 4 章で見てきた通り、カルガリーでは人々に地域通貨という概念を理解させること、

またユーザーがアクセスしやすく使いやすいシステムに改善することを課題としていた。

そして 4.4 ではこれらの取り組みは地域通貨に参加する個人が参加することによって得ら

れる経済的なインセンティブを目的として利用するのではなく、地域通貨がその地域の経

済や社会コミュニティを支える為に機能するという目的を理解し、利用することが重要で

あると結論づけた。そこで他の地域通貨でも見られる地域通貨を簡易システムに変えてい
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るのがデジタル化された地域通貨である。カルガリードルも 2018 年にデジタル化されて

いる。デジタル化したことによってテクノロジーに馴染みのない人々のためにしばらくは

紙幣での取引のアクセスを可能にすることで、デジタル化に成功した。デジタル地域通貨

は多くの地域で出現しており、利便性の向上、拡張の容易さ、コスト低減などのメリット

から持続可能な地域通貨を実現できる可能性があるとされている。31 

 実際に日本で最も成功している地域通貨の一つである「さるぼぼコイン」はデジタル地

域通貨として岐阜県で流通している。さるぼぼコインは飛騨高山信用組合によって導入さ

れており、地域の金融機関が導入した初の地域通貨であった。その為地域経済の活性化を

目指しながら、運営する飛騨高山信用組合の収益も目指すビジネスモデルが取られてい

る。32それに加え、高山市では 2019 年において日本人観光客だけでなく外国人観光客も増

加傾向であり、訪日外国人に向けサービスでもあった。33しかし山・小野・高澤（2019）

の調査では外国人のさるぼぼコインに対する認知度と使用経験は 90％を超えるかなり低い

結果となった。（図表２）34また日本人のさるぼぼコインに対する認知度と使用経験の調査

でも認知しているのは 30％のみであった。（図表２）35一方でさるぼぼコインの概要を知っ

ている人のうち、使用したことがないと答えた人は約 30％であった。（図表 3）36言い換え

ると、さるぼぼコインの概要を理解している人の半分以上は使用しているということであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

31 山・小野・高澤（2019）https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf 

（2024/12/20 アクセス） 

32 山・小野・高澤（2019）https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf 

（2024/12/20 アクセス） 

33 高山市ホームページ

https://www.city.takayama.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/941/kanko

utoukei_h31r01.pdf 

（2024/12/20 アクセス） 

34 山・小野・高澤（2019）https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf 

（2024/12/20 アクセス） 

35 同上 

36 同上 

https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf
https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf
https://www.city.takayama.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/941/kankoutoukei_h31r01.pdf
https://www.city.takayama.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/941/kankoutoukei_h31r01.pdf
https://www.chiiki-kassei.com/img/files/taikai/2019/e_04.pdf
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図表２：外国人のさるぼぼコインに対する認知度と使用経験   

出典 山・小野・高澤（2019） 

 

図表３：日本人のさるぼぼコインに対する認知度と使用経験 

出典 山・小野・高澤（2019） 

 

これらの結果から分かることは、利便性の高いとされるデジタル地域通貨であっても、

地域通貨の存在を認知する機会が依然として低いということである。地域通貨のシステム

が簡易的であったとしても、そもそも地域通貨の存在を認識し、どのようなものか理解す

ることが必要であった。カルガリードルの課題のように既存のユーザーに向けて地域通貨

のプラットフォームを簡易化することは必要であるかもしれないが、第一に認知を広める

ことが必要であると結論づけることができる。また地域通貨の概念を理解することで大半

は地域通貨を利用することに繋がることも明らかであった。地域通貨を認識させることは

利用者を増やしていくうえで必要不可欠であり、また利用者の増加が長期的な地域通貨に

繋がっていく。 
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5.2 地域コミュニティの促進  

4.3 ではカルガリードルの助成金について見てきた。カルガリードルは地元のコミュニ

ティや個人を含むカルガリーをより良くしたいという人々のプロジェクトに対して助成金

を出し、支援を行っている。しかしこのような支援は地域通貨を運営する団体ではなく、

政府や民間企業等からも助成を受けることが可能な場合がほとんどであると考えられる。

そのような状況で助成を受ける人々にとって、地域通貨による助成はどれほど需要がある

のだろうか。 

Jeff Mascornick（2007）によると助成金の受給者にとって、政府や民間、財団からの助

成金よりも地域通貨からの助成金の方が好ましいという事実があった。その最大の理由

は、他の助成機関は受給者が企画する地元のためのプロジェクト等に関心がなかったこと

である。その反面、地域通貨を運営する団体は受給者と同様の志を持っており、受給者の

プロジェクトに対して理解があるため、助成金申請の手順がはるかに簡単であった。受給

者は、助成金申請に時間を費やしてしまうと、助成金を授与できなかった場合に大きな損

害を被ると考えていた。その為、より受給者のプロジェクトに理解があり、簡単な申請手

順で助成金を提供する地域通貨助成金の存在は重要であるといえるのではないか。 

実際にこの助成金の制度は世界でも最も長く続いた地域通貨の一つでもある「イサカア

ワーズ」でも導入されていた。ニューヨーク州のイサカで 1991 年に Paul Glover によって

導入されて、「タイムダラー」（一時間単位で時間を基準として取引が行われる通貨、参加

者同士でサービスを交換し合うシステム38）の方式を用いた地域通貨である。39導入以来、

カルガリードルを含む多くの地域通貨が影響を受けており、最も成功した地域通貨の一つ

であると考えられている。そして 1991 年通貨の導入当初からイサカアワーズの助成金プ

ロジェクトは始まっていた。Jeff が行った調査のイサカアワーズの助成金の受給者の受給

内容は以下のとおりである。（図表４） 

 

 

 

 

 

 

38 三浦（2024）https://hosei.ecats-

library.jp/da/repository/00003136/daigaku_60_miura.pdf（2024/12/21 アクセス） 

39 Jeff Mascornick（2007） 

https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-mascornick.pdf

（2024/12/20 アクセス） 

https://hosei.ecats-library.jp/da/repository/00003136/daigaku_60_miura.pdf
https://hosei.ecats-library.jp/da/repository/00003136/daigaku_60_miura.pdf
https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-mascornick.pdf
https://ijccr.net/wp-content/uploads/2012/05/ijccr-vol-11-2007-1-mascornick.pdf
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図表４：イサカアワーズ助成金の受給者の受給内容

出典  Mascornick（2007）から筆者作成 

 

助成金を通じて資金提供を受けたプロジェクトのうちのいくつかは、過去にも何度かイサ

カアワーズの助成金の受けたことがあり、プロジェクトの資金源として他の助成を受ける

ことなくイサカアワーズの助成金に依存していると見られた。（図表４）また、受給者は助

成を受けたことによって、より地域通貨を推進したいという願望を持ったという結果も明

らかであった。単に資金を提供するだけでは無く、通貨としても他者との助け合いができ

るという利点が認識されるようになったことが要因であると考えられる。 

 このイサカアワーズの結果からも、地域通貨による助成の制度は地域活動を行う人々に

とって大きな役割を果たしていると言えるのではないだろうか。助成金を受けたい人々に

とって、地域通貨の助成は政府や民間等からの助成よりも需要があることは明らかであっ

た。またそれに加え、受給者は助成を受ける際に社会的な目的に加え経済的な側面も目的

としているが、助成金を受け取ると地域通貨の助け合いの機能をより理解し、地域通貨を

よりコミュニティに流通させる一つのきっかけとなることができる。つまり助成金システ

ムによって、地域活動が促進されると同時に、コミュニティ内に地域通貨の認識を広める

ことが可能であると言える。 
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第 6 章 終わりに 

 本論文はカルガリードルを軸として成功した地域通貨がどのようにして長期的に利用さ

れるかについて見てきた。地域通貨は利用者に経済的な目的を動機として利用されるので

はなく、地域コミュニティの構築を実現するために利用されることが長期的な運用の成功

となり得ることが明らかになった。特に本論文では助成金に焦点を当て、社会的なインセ

ンティブの重要性を確認した。助成金は一見、経済面で受給者を支援するように感じられ

るが、実際には地域活性化を促進するプロジェクトに付与されており、地域内のコミュニ

ティ強化を促進するプロジェクトの一環であるように考えられた。地域通貨が長期的に運

用されるため、また地域活動がより活発に行われるためにも助成金の制度は大きな役割を

担っていると言えるのではないだろうか。そして、そのような地域貢献を目的とした地域

通貨の利用者を増やしていくには、地域通貨の概念を理解し認識することが重要である。

今回の研究のみですべての地域で地域通貨を認識することが利用者獲得に繋がると断言は

できないが、地域通貨を認識し、利用を始める人々が地域通貨の趣旨に同意していること

は確かである。また地域内で地域通貨の認識を高めるためには、地域の特色に合わせた対

策を取っていくべきではないかと考える。 
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